
● 

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
を
支
え
た
資

源
輸
出

　

二
〇
一
一
年
三
月
に
テ
イ
ン
セ
イ
ン

大
統
領
が
率
い
る
「
民
主
政
権
」
が
登

場
し
て
以
来
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
民
主
化

を
一
気
に
進
め
、
欧
米
諸
国
と
の
関
係

改
善
を
実
現
し
て
き
た
。
二
〇
一
二
年

一
一
月
一
九
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ

バ
マ
大
統
領
が
、
現
職
の
大
統
領
と
し

て
は
初
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し

た
。
同
じ
日
、
日
本
の
野
田
首
相
（
当

時
）
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て
二
六

年
ぶ
り
に
円
借
款
を
再
開
し
、
五
〇
〇

億
円
規
模
の
経
済
支
援
を
供
与
す
る
と

表
明
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
環
境
の
改

善
を
受
け
、い
ま
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
は「
ア

ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

世
界
の
実
業
界
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　

し
か
し
、
二
三
年
間
に
わ
た
る
軍
政

時
代
を
通
じ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
欧
米

を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
厳
し
い

制
裁
を
科
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

の
頃
に
形
成
さ
れ
た
経
済
構
造
を
現
政

権
は
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
軍
政
時
代
、
国
際
社
会

で
孤
立
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
政
治
的
、

経
済
的
、
そ
し
て
外
交
上
も
支
え
て
き

た
の
は
、
隣
の
大
国
・
中
国
に
他
な
ら

な
か
っ
た
。

　

軍
政
時
代
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
、
中
国

か
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
な
協
力
・
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
得
る
た
め
の
、
ひ
と
つ
の

「
武
器
」
が
資
源
外
交
で
あ
っ
た
。
二

〇
〇
〇
年
代
の
後
半
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

輸
出
総
額
の
四
割
か
ら
半
分
は
、
ア
ン

ダ
マ
ン
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
タ
イ
へ
輸
出
さ
れ
る
天
然
ガ
ス

で
あ
っ
た
。
こ
の
天
然
ガ
ス
輸
出
か
ら

得
ら
れ
る
外
貨
が
、
中
国
や
タ
イ
か
ら

の
輸
入
物
資
の
調
達
を
可
能
と
し
て
、

経
済
制
裁
下
の
軍
政
を
支
え
た
の
で
あ

る
。

　

高
い
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
も
、

も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
必
要
と
し
て
い

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
中
国
が
必
要
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
天
然
ガ
ス
、
水
力

発
電
）、
鉱
物
（
翡
翠
・
宝
石
、
銅
）、

木
材
、
農
水
産
物
な
ど
の
資
源
が
あ
っ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
こ
れ
ら
を
輸
出
す

る
こ
と
で
、
あ
る
い
は
将
来
の
輸
出
を

約
束
す
る
こ
と
で
、
中
国
か
ら
国
際
社

会
に
お
け
る
政
治
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

経
済
協
力
を
獲
得
し
て
き
た
の
で
あ

る
。

● 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
中
国
へ
の
輸
出

―
木
材
と
翡
翠
―

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
中
国
は
タ
イ

に
次
ぐ
第
二
の
輸
出
相
手
国
で
あ
る

が
、
中
国
に
と
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
輸

入
国
ラ
ン
キ
ン
グ
七
四
位
、
輸
入
総
額

の
〇
・
一
％
を
占
め
る
だ
け
の
小
さ
な

輸
入
相
手
国
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

内
陸
省
で
あ
る
雲
南
省
に
と
っ
て
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
最
大
の
貿
易
相
手
国
で

あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
中
国
へ
の
輸
出
総
額

は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
一
一
年
に
か
け

て
六
・
六
倍
に
増
加
し
た
。
一
二
年
に

は
前
年
比
二
割
程
度
の
減
少
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
後
で
述
べ
る
翡
翠
・
宝
石

の
輸
出
が
激
減
し
た
た
め
で
あ
る
。
品

目
別
に
み
て
み
る
と
、
二
〇
一
二
年
で

は
、
木
材
（
全
輸
出
額
の
二
四
％
）、

翡
翠
・
宝
石
（
二
三
％
）、
鉱
石
（
一

六
％
）、
ゴ
ム
（
九
％
）、
石
油
（
四
・

八
％
）、
水
産
物
（
四
・
六
％
）
の
六

品
目
で
全
体
の
八
割
が
占
め
ら
れ
て
い

た
（
図
1
）。

　

木
材
は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
は
輸

出
総
額
の
七
割
を
占
め
て
い
た
が
、
そ

の
後
は
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
、
こ
こ
数

年
は
二
割
程
度
で
推
移
し
て
き
た
。
し

か
し
、
か
な
ら
ず
し
も
木
材
輸
出
額
が

減
少
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き

増
加
傾
向
に
は
あ
る
。
中
国
・
雲
南
省

で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
過
度
の
森
林

伐
採
が
自
然
環
境
を
破
壊
し
た
こ
と
か

ら
、
伐
採
を
禁
止
し
植
林
を
推
進
す
る

「
退
耕
還
林
」
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
木
材
需
要
が
減
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
代
替
と
な
る
調
達
先

と
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
か
ら
の

木
材
輸
入
を
増
や
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
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一
方
、
こ
こ
数
年
で
輸
出
を
伸
ば
し

た
の
は
、
翡
翠
・
宝
石
と
鉱
石
の
二
つ

で
あ
る
。
な
か
で
も
、
翡
翠
・
宝
石
は

二
〇
一
一
年
に
前
年
比
五
・
五
倍
の
急

増
を
み
せ
、七
億
七
七
〇
〇
万
ド
ル（
輸

出
総
額
の
四
六
％
）
に
達
し
た
。
二
〇

一
二
年
に
は
反
動
で
二
億
九
四
〇
〇
ド

ル
に
減
少
し
た
が
、
そ
れ
で
も
木
材
に

次
い
で
第
二
位
の
輸
出
品
目
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
翡
翠
の
年
生
産
量
は

二
万
ト
ン
、
そ
の
う
ち
六
〇
〇
〇
ト
ン

あ
ま
り
の
翡
翠
原
石
が
中
国
に
輸
出
さ

れ
る
が
、う
ち
四
〇
〇
〇
ト
ン
ほ
ど
が
、

中
緬
国
境
の
貿
易
拠
点
で
あ
る
瑞
麗
を

経
由
す
る
「
ジ
ェ
ー
ド
・
ロ
ー
ド
」
で

中
国
に
入
っ
て
く
る
。
瑞
麗
市
姐
相
郷

は
、
宝
石
街
と
い
う
名
を
持
つ
こ
と
も

あ
り
、
翡
翠
加
工
、
貿
易
が
財
政
の
八

割
を
支
え
、
こ
の
宝
石
街
が
観
光
名
所

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

翡
翠
の
取
引
は
、
一
九
九
五
年
以
前

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
華
人
、
香
港
人
、
台
湾

人
の
商
人
が
主
力
で
あ
っ
た
が
、
一
九

九
五
年
ご
ろ
か
ら
中
国
の
商
人
が
ど
ん

ど
ん
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
入
り
始
め
、
現
在

翡
翠
の
最
大
の
消
費
地
は
中
国
大
陸
で

あ
り
、
最
大
の
買
い
手
は
中
国
大
陸
の

商
人
と
な
っ
て
い
る
。
九
割
の
翡
翠
原

料
が
中
国
に
売
ら
れ
、
そ
の
八
割

が
中
国
国
内
で
加
工
さ
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
翡
翠
の
加
工

能
力
が
、
中
国
の
ほ
う
が
優
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　

翡
翠
は
中
国
で
は
「
玉
」
と
も

呼
ば
れ
る
、
伝
統
的
な
宝
飾
品
で

あ
り
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
健
康
、
金
運
、
魔
よ
け
の
効

能
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
人
気
が
高

い
。
中
国
の
所
得
の
上
昇
に
つ
れ

て
、
こ
う
し
た
宝
飾
品
全
体
の
需

要
も
爆
発
的
に
拡
大
し
、
特
に
、

二
〇
〇
八
年
に
は
七
三
〇
〇
億
人

民
元
、
二
〇
一
三
年
に
は
八
〇
〇

〇
億
元
を
超
え
る
だ
ろ
う
と
い
う

推
計
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
事
情
を
背
景
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

側
の
要
因
も
か
さ
な
り
、
二
〇
一

一
年
か
ら
爆
発
的
に
翡
翠
取
引
が

拡
大
し
て
価
格
も
上
昇
し
（
図

2
）、
二
〇
一
二
年
に
は
、
広
東

省
で
密
輸
の
摘
発
が
頻
発
し
た
。
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■水産物
■石油
■ゴム
■鉱石
■翡翠・宝石
■木材

20
12

20
11

20
10

20
09

20
08

20
07

20
06

20
05

20
04

20
03

20
02

20
01

20
00

19
99

19
98

19
97

19
96

19
95

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

（100万ドル）
図1　ミャンマーの中国への輸出

（出所）World Trade Atlasより検索（2013年3月12日アクセス）。
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図2　中国とミャンマー間の翡翠取引

（出所）中国海関統計。
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●
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達

　

さ
て
、
二
〇
一
二
年
時
点
で
は
ま
だ

実
現
は
し
て
い
な
い
が
、
中
国
に
と
っ

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
調
達
す
る
最
大
の

戦
略
物
資
は
天
然
ガ
ス
、
お
よ
び
原
油

で
あ
る
。
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
既

に
シ
ェ
エ
ー
と
い
う
ア
ラ
カ
ン
州
沖
合

の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

横
断
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
併
設
し
て
、
原
油
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
敷
設
も
進
ん
で
い
る
。現
在
、

チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー
と
い
う
町
に
深
海
港
が

建
設
中
で
あ
り
、
こ
こ
に
中
東
・
ア
フ

リ
カ
か
ら
原
油
を
運
ん
で
き
た
タ
ン

カ
ー
を
寄
港
さ
せ
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

中
国
雲
南
省
ま
で
輸
送
す
る
計
画
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー
周
辺
を
経

済
特
区
と
し
、
中
国
と
道
路
や
鉄
道
で

結
び
、
一
大
製
造
拠
点
に
し
よ
う
と
い

う
計
画
も
あ
る
。
シ
ュ
エ
ー
・
ガ
ス
田

か
ら
中
国
へ
の
天
然
ガ
ス
の
輸
出
は
二

〇
一
三
年
内
に
、
原
油
の
輸
送
は
一
四

年
に
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
国
境
地
域
に
水
力

発
電
ダ
ム
を
建
設
し
、
そ
こ
で
発
電
し

た
電
気
を
送
電
線
で
雲
南
省
へ
送
る
と

い
う
調
達
方
法
で
あ
る
。
既
に
送
電
が

開
始
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

最
大
級（
六
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）の
シ
ュ

ウ
ェ
リ
ー
第
一
水
力
発
電
所
で
あ
る
。

こ
の
発
電
所
の
発
電
量
の
五
割
は
、
雲

南
電
力
グ
リ
ッ
ド
に
供
給
さ
れ
、
ピ
ー

ク
時
に
は
八
五
％
に
上
る
こ
と
も
あ

る
。
二
〇
一
一
年
八
月
ま
で
の
統
計
に

よ
る
と
、
累
積
で
四
二
億
六
〇
〇
〇
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電
力
を
輸
入
し
て
い
た

と
い
う
。

　

ま
た
、
中
国
電
力
投
資
集
団
が
、
イ

ラ
ワ
ジ
川
上
流
に
お
い
て
七
つ
の
水
力

発
電
ダ
ム
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
ひ
と
つ
の
ミ
ッ
ソ
ン
・

ダ
ム
の
建
設
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
三

〇
日
に
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領
が
建
設

凍
結
を
宣
言
し
た
。こ
れ
は
ミ
ッ
ソ
ン
・

ダ
ム
建
設
に
と
も
な
う
環
境
破
壊
、
住

民
移
転
、
あ
る
い
は
文
化
的
価
値
の
毀

損
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
国
民
が
反
対

し
た
た
め
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
現
在
、
水
力
発
電

所
四
五
カ
所
、
石
炭
火
力
発
電
所
二
カ

所
、
ガ
ス
火
力
発
電
所
一
カ
所
の
四
八

の
発
電
所
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
全
て
完
成
す
れ
ば
、
発
電
設

備
容
量
は
現
存
の
一
〇
倍
以
上
に
な

る
。
そ
の
う
ち
、
確
認
で
き
る
だ
け
で

も
、
中
国
企
業
が
事
業
母
体
と
な
っ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
三
五
以
上
あ

る
。
ミ
ッ
ソ
ン
・
ダ
ム
の
建
設
は
凍
結

さ
れ
た
も
の
の
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
電
源

開
発
に
お
い
て
中
国
企
業
は
相
応
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。

●
民
主
化
時
代
の
資
源
外
交

　

し
か
し
、
今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
資

源
輸
出
は
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
で
は
電
力
不
足
で
市
民
生

活
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
な
か

で
、
な
ぜ
天
然
ガ
ス
を
近
隣
諸
国
に

売
っ
て
し
ま
う
の
か
、
国
民
に
は
す
こ

ぶ
る
評
判
が
悪
い
。
ま
た
、ミ
ッ
ソ
ン
・

ダ
ム
の
建
設
凍
結
の
他
に
も
、
国
軍
関

連
企
業
と
中
国
企
業
が
合
弁
で
開
発
し

て
い
る
モ
ン
ユ
ワ
銅
山
に
関
し
て
も
、

軍
政
時
代
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
住
民
が

反
対
運
動
を
起
こ
し
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

資
源
開
発
と
そ
の
輸
出
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
厳
し

い
目
が
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
、
お
よ
び
中
国
企
業
の
双
方

が
、
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、
透

明
性
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
な
か
、
資
源
売
却
を
外
交
の
武
器
と

し
て
使
っ
て
き
た
従
来
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
戦
略
は
、
見
直
し
が
必
至
で
あ
る
。

（
く
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

研
究
企
画
部
・
わ
た
な
べ　

ま
り

こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

東
ア
ジ
ア
研

究
グ
ル
ー
プ
長
）
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